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alphaMELTS は Caltech の Paula Antoshechkina と Paul Asimow が開発した、 
テキストベース インターフェースの MELTS プログラムです。 
alphaMELTS で複数の計算条件におけるマグマのリキダス温度を⼀括計算する Python コ
ードを作成しました。 
Python をインストールしていれば、Mac と Windows のどちらでも動作します。 
 
 
１．AlphaMELTS のダウンロード 
 
Github から alphamelts をダウンロードする。 
https://github.com/magmasource/alphaMELTS/releases/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
AppleSilicon 系の Mac︓ 
alphamelts-app-2.3.1-macos-arm64.zip 
 
Intel 系の Mac︓ 
alphamelts-app-2.3.1-macos-arm64.zip 
 
Windows︓ 
alphamelts-app-2.3.1-win64.zip 
 
 
 

ttps://github.com/magmasource/alphaMELTS/releases/


 
２．ファイルの配置 
 
「alphamelts」フォルダーを作成し、そこに zip を解凍したファイルをすべて置く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．Python コードの準備 
 
run_alphamelts.py 
melts_liquidus.py 
datafile.xlsx 

 
を置き、「results」フォルダーを作成する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．計算をするデータファイルの作成 
 
 datafile.xlsx を EXCEL で開き、計算をする組成、圧⼒、酸素分圧条件に書き換えて保

存する。このとき log fO2 path を設定すれば、指定の酸素分圧で平衡になるように Fe2O3 と FeO が分配される。
Fe2O3 と FeO の分析値がある時は log fO2 path は None とする。 
 

 
 
 
 
 
 



 
５．MELTS のバージョン選択 
 
melts_liquidus.py を開いて、計算をする MELTS のバージョンを選択したのち保存する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、windows 版の alphaMELTS を使⽤するときは、 
run_alphamelts.py の下記の 53 ⾏⽬の「alphamelts_macos」を書き換える。 
child = pexpect.spawn("./alphamelts_macos", encoding="utf-8", timeout=300) 
 
 
 
６．計算の実⾏ 
 
ターミナルを開いて python3 melts_liquidus.py 
 
「datafile.xlsx」に⼊⼒した計算条件を順番に読み込み、リキダス温度を計算したのち 
計算結果を「all_resutls.xlsx」というファイルにまとめて出⼒します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
７．計算結果の確認 
 
「all_resutls.xlsx」を EXCEL で開いて計算結果を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


